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1　は　じ　め　に

現在の主要なリンゴ台木の中で，マルパカイドゥは，発

根性に優れ，さし木繁殖が容易であるが，M26．M9などの

わい性台木は，発根性が劣り．さし木繁殖が困難である。

日本のリンゴ台木育種では，優れた発根性と多様なわい

化度を持った台木の育成が一つの目的になっている。発根

性を目的とした育種母本には，マルパカイドゥが用いられ

ているが，後代の変異拡大のためには．マルバカイドウ以

外の発根性に優れた母本が必要である。

ここでは，リンゴ属植物及び台木の発根性をとり木によ

って検定したので，その結果を報告する。

2　試　験　方　法

27種類のリンゴ属植物及び台木のつぎ穂を休眠期に採集

し，ポリエチレンに包み冷蔵庫に保管した。1年間苗はて

養成した実生台木に．5月上旬各種5本ずつつぎ木した。

新しょうが8－10戊になった6月中旬に，おがくずで等

1回目の覆土を行い，以後．新しょうが伸びるにつれて，

更に2回覆土した。最終的な盛土の深さは，新しょうの所

出部位から25fnとした。11月下旬に掘り上吼新しょう

の諸形質及び発根状況を調査した。

3　結果及び考察

‖　発根率

調査した27種類の中で，100％発根したのは，M26
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〟．rrd刀∫わorα（Batal．）Schneid．．〟∴山肌“加肌汀．

nikkocnsisAsami，M．Scheideckeri（Spaeth）Zab．な

ど9種類であった。

同一の分類系統に属する種頬の中でも発根性に大きな差

が認められた。M．Sieboldii（Reg．）Rehd．の系統では．

青森大桑系と北海道産は，発根率が高かったが．青森県三

ツ目内産は，発根率16．6％で，発根性が劣った。〟．♪和一

nifolia（Willd．）Borkh．の系統では，市販のマルパカイ

ドゥと安行直立型が高い発根性を示したが，〟∴恒W枕わー

rfd Vdr．ri乃gOAsamiは全然発根しなかった。〟．払い

川上4（し．）Borkh．の系統では，ノ如rdが100％．刑元一

∫hrirdが66．6％の発根率を示したが．花f長鳥og乃∫∫∫は，全

然発根しなかった。

（21発根数

1新しょう当たりの発根数が多かったのは，M26EML

A，Mark，M．♪runifoLia（Willd．）Borkh．で，いずれ

も10本以上であった。そのほかの種類は，発根数が5本以

下で，少なかった。同じ〟∴恒Ⅶ叫力砧ね（Willd．）Borkh．

の系統でも，安行直立型は，発根数が1．4本と非常に少な

かった。一般的に，発根率が高い種類はど発根数が多い傾

向が認められた。

（31根の発生範囲

新しょうの発生部位から最上位の根までの根の発生範囲

を比較すると．M．？runifolia（Willd．）BorkhりM．as－

iaEica Nakai，Mark，M26EMLAは．かなり発生範

囲が広かった。ほかの種類は．いずれも新しょう基部から
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図3　根の発生範囲

4仇以内であった。一般的に．発根率の高い種類はど椴の

発生範囲も広いが，M．Jbsca（Raf．）Schneid．とM．Si－

eboldii（Reg．）Rehd．（青森大葉系）の2種類は，発根
率が100％であったが．根は新しょうの基部にしか発生し

なかった。

（4）新しょうの外部形質と発根率との関係

調査した新しょうの外部形質，長さ．基部の太さ，節間

長，針状枝の数と発根率の間には．有意な相関は認められ

なかった。しかし．新しょうの太さに対する長さの比が小

さい種類で発根率が高く．その相関係数は．r＝＝－0．627

で．危険率1％で有意であった。

4　　ま　　と　　め

27種類のリンゴ属植物及び台木をとり木により発根性を

検定したところ．7種類が100％発根し，9種類が全然発

根しなかった。また．発根性を容易に漁別する指標を得る

ため．発根性と新しょうの諸形質との関連を検討したとこ

ろ，新しょうの太さに対する長さの比が小さい種類で発根

率が高く，有意な相関が認められた。
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